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保育所待機児童の状況について 

１ 待機児童数の推移             4 月 1 日現在 

 平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 

待機児童 ８ １ ４６ 

 

２ 年齢別待機児童数                          4 月 1日現在 

 0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 計 

待機児童 １７ １６ １１ ２ ４６ 

入所保留 ２６ ５ １１ ７ ４９ 

計 ４３ ２１ ２２ ９ ９５ 

 

３ 出生者数の推移                      住民基本台帳（4月1日時点） 

 H28 H29 H30 R1 R2 

出生者数 ３２３ ２９８ ２８５ ２７６ ２６６ 

増 減 －  △２５ △１３ △９ △１０ 

 

４ 新規申込者数比較          一斉申込締切時（前年度 11月末時点） 

 令和元年度 令和 2年度 増減 職員配置 

0 歳児 ４９ ８５ ３６ 3：1 

1 歳児 ５６ ５４ △２ 6：1 

2 歳児 ４５ ５１ ６ 6：1 

3 歳児 ３５ ５０ １５ 20：1 

4 歳児 ４ ８ ４ 30：1 

5 歳児 １ ０ △１ 30：1 

計 １９０ ２４８ ５８ － 

0 歳～2 歳児 １５０ １９０ ４０ － 

 

５ 第２期赤穂市子ども・子育て支援事業計画（令和２年度～令和６年度） 

指標 直近の現状値 目標値（令和６年度） 

保育所待機児童の数 １人（平成３１年４月１日現在） ０人 

確保方策 ３号認定の確保不足を解消するため、引き続き保育人材の確保に努めるととも

に、 多様な事業者の能力を活用しながら、教育・保育施設、地域型保育事業により、提供

体制の確保を進めます。 
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６ 待機児童解消に向けての取り組み 

（１）正規職員の採用を進める。 

（２）幼稚園における３歳児保育と預かり保育を拡充し、３歳～５歳児の受け入れ枠の拡大

を図る 

ことにより、保育所において０歳～２歳児の受け入れを進める。 

（３）保育所保育室の部屋割りを変更し、低年齢児の受け入れ枠を拡大する。 


